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令和7年5月13日に委員会を開催し、次のとおり調査したので議事録を添えて報告する。 

 

記 

 

案         件 調査結果 備考 

１ 文化観光についての調査研究 

 ① 観光船について 

 ② 備前焼海外展開について 

継続調査 ―― 

２ 公共交通についての調査研究 

 ① デマンド型乗合タクシーについて 
継続調査 ―― 

３ 行政管理についての調査研究 

 ① 派遣職員について 

 ② 特定任期付職員について 

 ③ 職員住宅について 

 ④ 市役所北側休憩所について 

継続調査 ―― 

４ 移住・定住についての調査研究 

 ① お試し住宅について 
継続調査 ―― 

５ 都市計画についての調査研究 

 ① ＪＲ西片上駅舎改修工事について 
継続調査 ―― 

６ 道路、橋梁及び河川等についての調査研究 

 ① 道の駅について 
継続調査 ―― 

 

委員派遣について 

 ① 備前市美術館への現地視察について 

 ② 委員会行政視察（足利市・前橋市）について 

＜報告事項＞ 

 備前市美術館の内覧会について（備前市美術館総務担当課） 

 組織の再編について（企画財政課） 

 学びと遊びの健康プラザ工事中の建築資材盗難被害について（都市計画課） 

 変更契約に係る専決処分について（都市計画課） 

 変更契約に係る専決処分について（建設課） 
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総 務 産 業 委 員 会 記 録 

 

招 集 日 時 令和7年5月13日（火） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時33分 開会  ～ 午前11時05分  閉会 

場所・形態 委員会室 閉会中の開催 

出 席 委 員 委員長 森本洋子 副委員長 丸山昭則 

 委員 尾川直行  石原和人 

  山本 成  松本 仁 

  内田敏憲   

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席 者 等  議長   

傍 聴 者 議員 なし   

 報道 なし   

 一般 なし   

説 明 員 市長公室長 河井健治 秘書広報課長 大森康晴 

 
日本遺産観光担当部長 
兼観光・シティプロモー
ション課長 

桑原淳司 備前焼振興課長 神田順平 

 交通政策課長 出射詩都 
備前市美術館総務担
当課長 

片岡英史 

 
備前市美術館学芸
担当課長 

林 順一   

 企画財政部長 榮 研二 企画財政課長 三宅貴夫 

 総務部長 石原史章 総務課長 難波広光 

 契約管財課長 西村昌英   

 産業建設部長 梶藤 勲 都市計画課長 井上哲夫 

 建設課長 岡村 悟   

審 査 記 録 次のとおり    
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              午前９時３３分 開会 

○森本委員長 改めまして、皆様おはようございます。ただいまの御出席は７名でございます。

定足数に達しておりますので、これより総務産業委員会を開会いたします。 

 まずは、報告事項をお願いいたします。 

******************** 報告事項 ******************** 

○片岡備前市美術館総務担当課長 備前市美術館から内覧会について御報告させていただきま

す。 

 現在備前市美術館につきましては、今月末の工期をもちまして完成の予定で順調に進んでいる

ところでございます。５月末の引渡しを受けてすぐになりますけれども、一般の市民の方、市外

の方に美術館のお披露目をしたいと考えておりまして、予定としましては６月７日土曜日の日に

ちを設定で内覧会をさせていただきたいと考えております。開館まで２か月を切っておりますの

で、あまり周知期間がありませんが、市の広報には６月広報でまず周知させていただくのと同時

に、備前市美術館のホームページにも掲載させていただきまして、また各種メディアにも周知さ

せていただきながら見学会をさせていただきたいと考えております。 

○森本委員長 この件で質疑のある方。 

○尾川委員 私以前から開館に伴って関係施設でイベントをやったらどうかと、鳥取県の美術館

の開館もイベント、県と市とは違うかもしれんけど、もっとＰＲする意味も含めて、そんな考え

はないのかと思って。ただ今ある美術館の開館だけで終わるのか、それとも何か記念のイベント

みたいなことをやるのか聞きたい。 

○片岡備前市美術館総務担当課長 おっしゃるとおり鳥取美術館のほうは開館前に完成してから

いろんなイベント等で披露していたという経過は見させていただいておりますけれども、大変申

し訳ない、ちょっとそれまでのこの内覧会の前後に引渡しを受けて展示ケースの搬入、また作品

の搬入等でこの後スケジュールが非常にタイトに詰め込んでおりますので、この６月７日につき

ましてはお披露目だけということにさせていただきまして、また開館記念、７月１２日に開館を

予定しておりますので、その開館に伴ってイベント等は考えていきたいと考えております。 

○尾川委員 インバウンドばかり狙っているのかどうか知らないけど、やっぱり市民が関心をど

こまで持つかということが一番の肝腎要だと思うので、そのためには見てもらう、関心持っても

らうというためにどういうイベントやったらいいのかということを考えてもらいたいと思う。た

だ開館して、特定の人が来て見てというんじゃなしに、入場料を払って見てくれるかどうかとい

うのは疑問なところで、いろいろ言われるけど、そういうことを考えて市民のための美術館を建

前としては考えていかないと、対外から訪れる少数の人だけ対象にしていくということは限界が

あると思うので、ぜひ具体的に検討してもらいたいと思う。 

○片岡備前市美術館総務担当課長 市民の方ということで開館後にはそういった美術館での企画

なりイベント等も実施していきたいと考えております。 
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○尾川委員 トップが替わったけど方針は変わらない、美術館の狙いは変わってないのかを説明

してもらいたい。 

○林備前市美術館学芸担当課長 館長予定者も引き続きやっていただけるということで確認して

おりますし、備前焼ほか備前の現代陶芸、地元の焼き物を見ていただくためにもよその地域から

も来ていただく、備前焼以外の焼き物を中心とする展示をしていくという計画でおりますので、

引き続き御理解いただきたいと思います。 

○尾川委員 館長が替わったりするようなことはないかと、美術館そのものの目的が変更になっ

てないのかと、今後変わる可能性、取りあえずは当初の計画どおりで進んでおるんですかという

こと。館長なんかも替わらずに行くのかということを言っているわけ、具体的に言うと。 

○林備前市美術館学芸担当課長 館長は、引き続き金子館長にやっていただくようにお願いでき

ております。それと展示の計画も変わらず推進、準備を進めてまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

○石原委員 さっき言われた内覧会は、また広報等で御案内されるでしょうけど、申込みはもう

全くフリーでお邪魔したらいいのか。 

○片岡備前市美術館総務担当課長 ６月７日ということで、市の広報が５月下旬に発送されるか

と思うんですけれども、申込みをするにはあまり期限がありませんので、申込みフリーというこ

とでさせていただきたいと考えております。 

○森本委員長 ほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 説明員の方は退席していただいて結構です。 

 次の報告事項に移らせていただきます。 

 組織の再編について。 

○三宅企画財政課長 企画財政課から組織の再編について御報告いたします。 

 新市長の就任に伴う市長部局及び教育長部局の組織の再編を今検討しているところです。次の

６月議会において、備前市の組織及びその任務に関する条例の改正案を提出する準備を今進めて

いるところでございますので、よろしくお願いします。 

○森本委員長 この件に関して質疑のある方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

この件に関しては終了させていただきます。 

 説明員の方退席していただいて結構です。。 

 以上で報告事項を終わらせていただきます。 

 引き続き閉会中の継続調査事件に関する調査研究を行います。 

******************** 文化観光についての調査研究 ******************** 

 まず、文化観光についての調査研究を行います。 
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 １点目の観光船については石原委員からの御提案なので、お願いします。 

○石原委員 前回の定例会で当初予算の中の桟橋、休憩所整備に係る予算が減額されました。そ

の影響も含めて完成に向けて進んでおるでしょうけれども、肝腎の運航計画についてはどういう

状況なのかが引き続きございまして、現時点でのお話をお聞かせいただければ。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 観光船につきましては、外装、内装の艤装工事を含め

９月完成予定というところで現在進行しております。先ほど石原委員からもございました完成後

の運航等につきましては、運航委託を視野に入れまして一部民間事業者様との協議を開始したと

ころでございます。まだ具体的な協議には至っておりませんが、引き続き民間事業者との調整を

含め協議をしてまいりたいと考えております。 

○石原委員 ９月完成を目指してということですけれども、運航計画は今調整検討中でしょうけ

れども、大体いつ頃までに具体的な形で我々市民へお示しいただける、どういうタイミングを目

指して進んどんかなとは思うが。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 大変恐縮ではあるんですが、現状でこの段階でという

ところはまだ申し上げにくいところでございますが、先ほども申し上げましたようにまずは管理

をいただける運航いただけるどなたかをというところで、先般一部民間事業者様とお話をさせて

いただいたところです。それを踏まえ、内部でも再度協議をし、早い段階で運航管理をいただけ

る部分、それからどういった運航航路にするのかといった部分は検討をしていきたいと思います

ので、いつという部分については今申し上げにくいところではありますが、順次進めてまいりた

いと考えております。また、節目節目では委員会でも報告はさせていただければと思っておりま

すので、よろしくお願いをいたします。 

○石原委員 もう一点、いつぞやの予算で、職員の方が船の操縦に係る免許を取得するための予

算が可決されたのを記憶しているが、その動きはどうですか。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 現状私は、職員が船の運航をというところは考えてお

りません。 

○松本委員 この前選挙結果に表れたように、桟橋の問題で前回議会で否決されたように、私再

三このことを議会で取り上げてきましたけど、建造をもうやめる、そういうことを市長と新しい

市長と打診というか、話したことがあるかどうか、教えてください。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 建造について市長の引継ぎ事項ということで、我々こ

の船に限らず市長とお話をさせていただく機会がございました。船について市長から中止すると

いったようなことはございませんでした。 

○松本委員 私は個人的な意見かも分かりませんけど、いっそのこと違約金を払ってでも中止す

ればいいと。いろいろ理由はあるけど、要は動けば動くほど赤字を出すと、そういうことを非常

に懸念している。実際今の定期船でも、それから観光船も日生では余るほど待機している。そう

いう現状の中で、運航することがいいことなのかどうか、建造をやめることも含めて検討すべき
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だと個人的には思っております。建造中止について違約金払ってでもいいから、そういうことは

どうお考えでしょうか。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 現状では、違約金を払って中止をするというところに

は至っておりません。 

○松本委員 これから私、そういうことを話題にいろいろ議論していきたいと思います。 

○尾川委員 運航について協議中という話があったけど、桟橋の計画は、どこと協議しているの

かということと、その後運航についてある程度アウトラインが出とって、ただ桟橋の問題とか水

深の問題とか、船が入るか入らないかという問題の検討がされてないということで修正案が出た

と、中にはもうやめてしまえというのがあるかもしれないけど、その時点での指摘事項について

担当者はどう考えているのかお聞きしたい。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 現状で申し上げますと、桟橋等についての計画は現状

では行っておりません。まずは、運航をというところで協議を進めているところでありますの

で、その後という話にはなるかもしれませんが、現状では桟橋の部分については検討を行ってお

りません。 

○尾川委員 今後その検討というのは要するに活用ということからしたら当然話が出てくると思

う。日生だけが桟橋で、日生だけで限定した活用は考えられないと思う。船を造るという前提

で、どう活用していくかということについてどう考えとんかと。一応そういう提案があったわ

け、そっちから。こっちが提案したものではないから。その提案について担当者も説明したりし

て会うと言っていたけど、もう少し具体化は進めてないということなのか。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 委員おっしゃるように、そこまでの検討には現状では

至っておりません。今後活用、運航計画含めて調整をしてまいりたいというところでございま

す。 

○尾川委員 運航計画は、どういう形でどういうスケジュールで示されるのか。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 実はそこが非常に難しい部分でございまして、まずは

その船の管理、運航する体制というものを整えたいというところで、まずはそこを整えるべきと

思い、現状動いているところでございますので、その後のことをどうというのは今の段階では申

し上げにくいというところで御理解をいただきたいと思います。 

○尾川委員 ９月末完成で引渡しがあるとは思うが、進水しても艤装して普通一般的にはあと追

加工事があるから結構遅れる場合があると思うけど、そうしたらあんまり時間がないと思う。い

つも計画がずさんというか、唐突に言うからあんまり検討する時間がないという面があったのか

知らないけど。もう３か月、４か月なって全然検討、協議、どこかへ依頼する、指定管理に出す

ということも含めて市としての考え方どういうふうに活用していくかということを明確にしてい

かないと、どうにもならないと思う。それを放っておいて、係留して置いとくのかな。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 私もこの建造船の担当になって、委員おっしゃるとこ
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ろを考えてきたところでございます。やはり造ったはいいが、活用されないというのは一番駄目

な形かなと思っております。 

 ただ、再三申し上げるようにはなるんですけれども、そこまで具体的なところには至っていな

いので、我々もどういう形がいいのかというところを踏まえて今調整をしているというところで

ございます。 

○尾川委員 なかなか難しいけど、あなたが決めるわけじゃないけど、あなたが意見具申して検

討していく、広く意見を聞くということになっているから、もう少し早めに示してもらいたいと

思う。 

○桑原観光・シティプロモーション課長 いつというところは申し訳ないですけど、今申し上げ

にくいところではありますが、検討してまいります。 

○森本委員長 ほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、観光船については終了させていただきます。 

 続きまして、備前焼海外展開について。 

○石原委員 資料も御提示ありがとうございます。既に今年度４月に約１週間ほどですか、イタ

リア、ミラノで展示がなされた記載ございますけれども、ミラノでの様子といいますか、どれぐ

らいの方が来られてどういった展示だったのかお聞かせいただければ。 

○神田備前焼振興課長 ミラノでの展示につきましては、昨年度と異なりまして今年度につきま

しては福井県、北陸の震災復興支援の位置づけ、それから秋田県、この２県が主体となって昨年

度で言うフォーリサローネ、テノハミラノという場所になりますけれども、そちらのほうで展示

をされたと、そこに昨年度足がけで先陣を切らせていただいた備前市と、それから大館市、そこ

の作品の一部を入り口のエントランスのところへ先駆けのパイオニアとしてというストーリーで

展示をさせていただいたということでございます。ちょっと人数については今報告を待っている

状況ですけれども、かなりの盛況があったという話は聞いておりますが、私ども備前市の職員と

して市の職員が渡航していっているわけでもございませんので、ちょっとその辺の実情について

は報告を待たせていただいてという形になっているのが現状でございます。 

○石原委員 これ以降７月から長期間ニューヨークでの展示販売、調整中のものもございますけ

れども、２番目以降については一番下にありますけれども瀬戸内市さんとの共同事業にもなるの

かな。先ほどの４月の分に瀬戸内市さんがどう関わっておられたのか、定かではございません

が、これ以降のものについては瀬戸内市と共同でということでよろしいでしょうか。 

○神田備前焼振興課長 委員御指摘のとおり、これ実行委員会形式で瀬戸内市と備前市と共同で

しております。中身によっては瀬戸内市さんが参画されるものもありますし、それから瀬戸内市

がもう参画されないということであれば備前市、実行委員会では諮るんですけれども備前市単独

でという出展等々ブランディングをさせていただくこともあろうかと思います。 
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○石原委員 ２番目以降には展示販売というワードが出てくるけれども、これまで作家の方に御

協力いただいて御提供いただいた作品を展示したりという流れであったと思う。ここで販売とな

りますとどういう形で展示物、作品を集めてといいますか、調達のところはどういう形で、販売

のところも併せてお聞かせいただければ。 

○神田備前焼振興課長 これまでの２年間につきましては、テストマーケティングとか海外のブ

ランディングの強化を中心に行ってきてございました。見本市等への参加を中心に、一部そうい

ったところが御縁でギャラリストの招聘につながった実績がございますけれども、３年度目とな

る今年度以降、販売促進、俗に言いますプロモーションのほう重点的に傾注した事業を執り行っ

ていきたいとは思っておりますが、関税等、それから海外につきましてはＶＡＴなんかもかかっ

てまいりますので、その辺につきましても実行委員会のほうで協議しながら、どういう取組がい

いのかというのを同時並行的に課題を抽出しながら進めてまいれたらと考えております。 

○石原委員 ２番目のニューヨークでの７月中旬からスタート予定のものについては現時点で展

示販売のそういった様子をしっかりとしたものが確立されとんですか。 

○神田備前焼振興課長 展示販売等のスキームについてはこれからでございますが、日本食のレ

ストラン展示販売、先方があるお話ですので、例えば先方のレストランがこの頃にできるからぜ

ひそのときに参画したいとか、そういう御意向等の調整等は同時並行的に進めてございます。 

○石原委員 ３番目の中東とありますけれども、具体的には中東のどことかというのはあったり

するのか。 

○神田備前焼振興課長 中東とイメージいたしましても中東も広うございますので、一番好まし

いのはそこにも書いてございますけれども富裕層の招聘ということで、一般的に富裕層というこ

とになればなかなかそこで区別は難しいですけれども、一般的にはＵＡＥであるとか、ドバイで

あるとか、そういったところがいいのかなと思ってはおりますが、ただ個別具体的な話につきま

してはこれからのセレクトになろうかと思います。 

○森本委員長 この件、ほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、文化観光についての調査研究を終わらせていただきます。 

******************** 公共交通についての調査研究 ******************** 

 続きまして、公共交通についての調査研究に入ります。 

 デマンド型乗合タクシーについて。 

○石原委員 こちらも細やかな資料の御提示ありがとうございます。ここでは最初に配備された

ワーゲンにつきましては資料にもございますが、各地区でこういう形で運行がなされておるとい

うこと、それから追加で購入された軽自動車、こちら予約電話番号全てが未定となっております

けれども、この運転手の状況はいかがでしょうか。 

○出射交通政策課長 昨年度導入した軽自動車につきましては、今現在申し訳ないことですが運
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転員はまだ決まってはおりません。昨年度末から問合せについては幾つかございましたが、２種

免許または市町村有償旅客運送の受講者、講習の受講者であるというところで、資格取得という

ところの段階でまだお問合せいただいている方にも申込みいただけてる状況ではございません。 

○石原委員 納車はなされておるでしょうけど、塗装についてはどこまで進んでましたか。 

○出射交通政策課長 昨年度スケジュールの関係で１台のみ塗装が済んでおります。今年度残り

の９台分につきまして塗装の予算は計上させていただいておりますが、塗装をどうするかについ

てはちょっと慎重に検討してから進めていきたいと思っております。 

○石原委員 市長も替わられたことですし、しっかりと御検討もいただいて、現状を見ると、軽

自動車の塗装をどうするかということも早めに結論づけをされないと、運行されるかどうか分か

らないものを運転手の確保に向けての動きも難しいでしょうから、車両自体どうしていくのかと

いうこともしっかり御検討いただいて、なおかつ追加で今年度の当初で７人乗り１０台分も可決

されておりますので、そこらもしっかりと市民の方が利用しやすい形でお願いしたいと思いま

す。 

 それから、現状走っている１０台も以前から委員会等でも度々取り上げられたり、予約のシス

テム構築についてはいかがでしたか、その進捗検討、どういった形を目指してというところがご

ざいましたら。 

○出射交通政策課長 予約の方法につきましては、今年度国の補助金が新しい地方経済生活環境

創生交付金のデジタル実装型ＴＹＰＥＶということで、昨年度までのデジ田の新しいものになり

ますが、そちらのほうが補助金がつくことに決定しましたので、この６月補正で予算を計上させ

ていただく予定でございます。予算が通りましたらシステムの導入に向けて進めていって年度内

にそういったものが整えられるようにしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○松本委員 運転手の確保ですけど、十分採用されている、予定されているのか。 

○出射交通政策課長 今現在は、昨年当初から運行しているフォルクスワーゲンの１０台のみと

なってます。軽四のほうは運転員が全然決まってない状況ですので、運転手確保も引き続き考え

ていきたいと思っております。 

○松本委員 要は募集をしてると思うけど、めどはどんなですか。何かどの業界ももう人手不足

ということで特に運転手、どんなでしょうか。 

○出射交通政策課長 おっしゃるとおり運転員の確保は市営バスのほうも含めてなかなか難しい

ところではありますが、条件等も今後見直しも必要になってくるかもしれませんが、確保には努

めていきたいと思います。 

○森本委員長 ほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 公共交通についての調査研究を終わらせていただきます。 
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 説明員の方は退席していただいて結構です。 

******************** 行政管理についての調査研究 ******************** 

 続きまして、行政管理についての調査研究に入りたいと思います。 

 １点目で、派遣職員についての調査研究です。 

○石原委員 こちらも資料の御提示ありがとうございます。合計で１３名の職員の方が派遣で頑

張っておられるというところが理解できましたのと、この中で旧来より、備前市として必須の派

遣職員、他自治体との連携、県等の連携もございましょうけれども、言わば必須の方はどの方に

なるのか。 

○難波総務課長 必ずしも必須ということではございませんが、旧来からやっていたところとい

いますと東京事務所は長年続いております。あと後期高齢者広域連合が、共同事務の実施という

ことで従来から派遣しております。あとは東備消防組合との人事交流も途切れたこともございま

すが、継続してやっているものとなります。 

○石原委員 職員７から１０の方々が、１０の方は現在東京で研修中ですけれども、実際に海外

へ派遣されているのは７、８、９の方々と。８番、９番の方はそれぞれ３か年の括弧書きで３年

間の予定で、そのうちそれぞれ初年度は東京で研修と、実際に海外へ赴かれるのは２年間なのか

なと。７番の方はただし書、注釈がついてないけれども、５年度から７年度、この方だけは３年

間の派遣ということでよろしいでしょうか。 

○難波総務課長 ７番の方につきましては、同様クレアで海外に派遣されるということに当たり

まして１年間国内での研修というのが用意されております。既に研修を受講済みであったもので

ございますので、５年度、６年度、７年度は海外での活動というか、海外事務所への勤務をして

いるものです。 

○石原委員 本来この方も５年度、６年度の予定でパリへ行かれてたのが１年延長になっておる

ということでよろしいでしょうか。 

○難波総務課長 おっしゃられますとおり、１年延長した経緯がございます。 

○石原委員 先ほどもございました海外展開においてはお隣瀬戸内市さんと共同で実施されてお

るようですけれども、瀬戸内市さんもこういう形でフランスであったりニューヨークであったり

職員の方を派遣しとるんでしょうか。そういう実態もし把握されとればで結構ですが。 

○難波総務課長 申し訳ございません。正式に確認を取ったことはございませんが、現在のとこ

ろそういった話は聞いてはおりません。 

○石原委員 先ほど報告にもございました組織の再編についても取り組んでおられるということ

で、そういう中でこういった職員の派遣の在り方、しっかりその中でも御検討いただくことを要

望でお伝えをさせていただきたいと思います。 

○森本委員長 この件に関してほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 それでは、派遣職員については終わらせていただきます。 

 続きまして、特定任期付職員について。 

○石原委員 これも一覧を御提示ありがとうございます。これを見ますと、現在はこのとおり９

名ということでよろしいですか。当初の提案時点の参考資料では、今年度１１名任期付職員で予

定する、当初予算書１８９ページでお見かけしたが。 

○難波総務課長 申し訳ございません。当初予算との整合については、確認はしておりません

が、現状特定任期付職員として雇用しております者は９名でございます。 

○石原委員 当初提案段階の１１名と現状の９名の実情、またの機会にお聞かせいただければと

思います。それからこれは現在の任期でそれぞれお示しいただいておりますけれども、短い方で

上から６人目の方、１年間、それから長い方でおおむね３年の方が多いけれども、上から７人目

の英語教育の方、この方は５年間お勤めになるのかなということで、おおむね任期はこの方々、

１年間から５年間の間で設定がされるということでよろしいでしょうか。 

○難波総務課長 ちょっと説明が不足しておりますところがございます。現在の任期ということ

で書いておりますが、一番上の方につきましては６年度と７年度と任期はそれぞれ分かれており

ます。６年度から雇用していましたので、こういう表記にさせていただいております。それか

ら、御指摘がございました７番目の職員につきましては、４年度、５年度で１度切れておりま

す。６、７、８年と３年の形での雇用となっております。最長５年といいますのは、そのとおり

の運用で行っております。 

○石原委員 もう募集の段階では任期は設定されるでしょうけれども、２年間であったり３年間

であったり実態に応じてもろもろですよということでよろしいでしょうか。それから、１年間と

いうのもあるんですか、６番目の方。任期の設定についてお聞かせいただければ。 

○難波総務課長 任期の設定についてでございますが、特定任期付職員の採用に当たりましては

それぞれそのときに必要な職種でありましたり、スキルでありましたり、期間でありましたり、

それぞれ検討しまして要項を作成して募集をしているところです。総体的には、１年にしないと

いけないとか、そういったルールはないですが、その時々によって必要性を考えて定めたものと

なっております。 

○松本委員 この特定任期付というのは、何かの特技が特殊な能力というか、そういう方という

意味じゃないんですか。どういう意味ですか。何か意味があるんですか。 

○難波総務課長 資料にありますとおり、特定任期付の方にしましては例えば総務部総務課行政

係でございますと、法制事務というところで書いてございますが、法曹の有資格者ということで

採用しているものです。また、ＩＢ教育とか専門性が高い教育につきましては、認定校の実務を

担当したことがある実務経験者とか教育に精通した方を採用しております。そういった意味で、

特定の技能ないし資格を持たれた方という対象の方の採用となっております。 

○松本委員 例えばＡＬＴの指導は、もちろん英語が堪能に通訳とまでは言いませんけど、その



- 11 - 

道では英語が堪能ということで理解していいですか。 

○難波総務課長 そのとおりでございます。 

○石原委員 もう一枚資料、総務課から職員数の推移もお出しいただいておりますけど、これは

何か。 

○難波総務課長 例年委員会に提出させていただいている資料でございます。７年４月１日の状

況がまとまりましたので、御報告させていただいたものとなります。 

○森本委員長 この件に関してよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 特定任期付職員については終了させていただきます。 

 続きまして、職員住宅について。 

○石原委員 浦伊部地区において取得まではされておると思うけれども、職員住宅のその後の進

捗、今後についてお聞かせいただければ。 

○難波総務課長 職員住宅についてでございますが、令和６年度に予算措置をしまして取得して

おります。職員住宅を２棟取得しておりまして、その後車庫とか、倉庫とか、構造物でもう古い

ものにつきまして解体撤去まで終わっております。令和７年度につきましては２棟の改修を計画

しておりますが、予算も繰越しをしております。ここまでが今までの状況でございます。 

 令和７年度につきまして、２棟の改修をすることにはなっておりました。しかしながら、改修

費用について見積もりますと、かなりの増額補正が必要となってくる建物の現状となっておりま

す。こうしたことから、職員住宅としての継続的な需要であったり補正予算措置等行いました追

加投資に係る事業効果などについてゼロベースで見直していきたいというふうに考えておりま

す。 

 今後につきましては、市長関係部署等含め検討していきたいと思っております。 

○石原委員 年度中途でたしか補正予算でこちらに関する予算計上されて、その時点でも強く感

じたところですけれども、改めて経緯も振り返っていただいて、さっき言われましたけれどもゼ

ロベースでしっかり費用対効果等々鑑みてしっかりと御検討いただくことを、これもお願いで

す。それから、先ほどおっしゃいました繰り越されてます改修に係る費用はいかほどでしたか。 

○難波総務課長 ９２９万９，５００円になっております。 

○石原委員 古民家含め、それを使えるようにリメイク、リフォームされますと、よくあるのが

想定以上に費用がかかって、もうさらを建てたほうがというようなケースを度々耳にします。そ

れも含めて９００万円余りでいかほどの改修で使える状態になるのか、さっきも言われました追

加もかなりしなければ目的達成できずというところでしょうから、さっきの金額も聞いて改めて

ゼロベースでの御検討、くれぐれもよろしくお願いいたしますということを要望で意見としてお

伝えさせていただきたいと思います。 

○森本委員長 この件に関して。 
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              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、４番目の市役所北休憩所について。 

○石原委員 こちらも先ほど職員住宅と同じですけれども、これまでの経緯であったり現状であ

ったり今後についてお聞かせいただければ。 

○西村契約管財課長 市役所北休憩所につきまして現在の進捗状況でありますが、昨年度に整備

事業のための用地と建物を購入いたしまして、その後にその用地に建つ建物について公共施設と

して安全に利用が可能であるかを判断するために耐震診断を実施しました。診断結果としまして

は、評点が０．１と診断され倒壊する可能性が高いとの結果でありました。この結果を受けまし

て、今後の方針を市長と協議の上、決定していきたいと考えております。 

 なお、方針が決定しましたら改めて御報告させていただきたいと思います。 

○石原委員 前市長のときの事業ですのでもう今さらですけれども、提案に至る経緯もしっかり

行政としても再確認、振り返っていただいて、さっき診断の結果、倒壊の危険性というところま

でもう恐ろしいワードも出てきましたので、いま一度土地並びに財産の取得について原点に立ち

返っていただいて必要性のところからしっかりと見極めた行政運営、ここについてもゼロベース

の見直しといいますか、もう取得はしているわけでしょうから、今後についてもしっかりと歩を

進めていただきたいということを要望でお伝えさせていただきたいと思います。 

○森本委員長 この件に関してほかの方でよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、総務関係についての調査研究を終わります。 

 説明員入替えのため、暫時休憩いたします。 

              午前１０時２３分 休憩 

              午前１０時３４分 再開 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 まずは、報告事項からお願いいたします。 

******************** 報告事項 ******************** 

○井上都市計画課長 都市計画課から学びと遊びの健康プラザ工事中の被害について御報告させ

ていただきます。 

 旧アルファビゼン第２期改修工事中の今年２月１３日午前９時に現場代理人が電線盗難被害を

発見しました。被害の内容は、１、２階に保管してあった新品電線約３０巻き分と１階に配線済

みの電線を切断し約３０メートルが盗まれました。同日、備前警察署へ被害届を提出し現場検証

を受けています。 

 続いて、３月４日早朝に再度盗難に入ったところを張り込み中の警官が現行犯逮捕しました。

このときの被害は１、２階の電線の残材と３、４階の配線済みの電線を切断し約３５メートルが

盗まれました。このときは、警察の現場検証後に盗難物は返却されています。 
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 これまで警察で捜査中のため非公表としておりましたが、４月中旬に警察が起訴したため、こ

のたびの委員会で報告させていただくこととなりました。 

○尾川委員 もう少し踏み込んで説明してもらえたらと思う。 

○井上都市計画課長 被害額とか。 

○尾川委員 被害額と、犯人逮捕でその前の盗難との関連は、その辺まだ分かってないのか。今

はやっとるけど、太陽光の関係で。そういう関係かなと思う、犯人のことについて、言えるかど

うか分からないけど、何か因縁というか、怨念というか、一遍あって、何か嫌らしいなと思っ

て。ある程度具体的に話して。 

○井上都市計画課長 今こちらが把握してる内容といたしましては、この学びと遊びの健康プラ

ザの中での盗難事件が発生したというのが１つあります。その先ほどのちょっと説明の中で金額

のほうについて御説明できてなかったんですが、一応２月１３日の被害額が３０８万円、３月４

日の被害額が４０万７，０００円になります。こちらの被害額についてなんですが、いずれにつ

きましても施工者のほうが工事保険に入っているため市のほうの損害はございません。 

○尾川委員 報告事項に戻って、健康プラザのことで工事の遅延、かなり遅れているけど、盗難

で遅れるということは、損害は市にはないけど、業者が大変と思うけど、そのあたりはどんな感

じですか。遅延というのは大分遅れてきとると。 

○井上都市計画課長 盗難されたことによりまして、新しく電線を買ったりとか配線のし直し、

そういった手間は生じておりますが、先ほど申しました７月末の完成を目指しまして工程等やり

くりしながら進めておりますので、７月末の完成を目指してこちらの現場管理する職員もよく現

場と調整しながら早期完成に向けて進めております。 

○尾川委員 美術館もやったり今度図書館もやったりしているけど、そのあたりこういう問題は

市としたら警察に頼むと言えはあれだけど、今回の場合、損害は業者がというか、建設会社が負

担するような、そのあたり何か備前市としての対策というか、予防措置というか、そのあたりの

考えはどういうふうに理解したらいいわけ。 

○井上都市計画課長 先ほどの説明の中でちょっと漏れておりましたが、対策につきましては被

害後防犯カメラの増設でありますとか、センターライトの設置、鍵のかかる資材保管物置の設置

等を行って対応しております。 

○尾川委員 アルファビゼンがもう電線泥棒というていろいろ問題になったのを覚えとるけど、

何か因縁があるのかなと思うし、そんなことについての問題というのはないのかな、何か恨みが

あるような感じがあったりする気がするけど、防犯カメラを増やしたりして警備体制をするとい

うぐらいの対策になっとるわけ。 

○井上都市計画課長 今回の盗難対策というのは、あくまで今現在第２期改修工事を請け負って

る現場の中での対応ということで認識していただければよろしいかと思います。 

○梶藤産業建設部長 以前の電線の盗難の関係を今委員の方も言われたんですけど、それとは関
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係ないということで、警察からも伺ってるということではないですけど、関係ないと判断してお

ります。あと今回捕まった犯人というのが県下全域、特に南でいろいろやっとられた方というこ

とで、備前市だけを目指してきてないというふうには伺っております。 

○石原委員 お答えいただけるなら、その悪事を働いた犯人はどうやって侵入し、鍵を壊して入

ったのか、何か鍵のかかる倉庫とかなんとか言われたけど、そもそもその２月何日に発生した案

件なのか、どうやってああいう工事現場へ今回のケースでは。 

○井上都市計画課長 出入口の鍵をもう完全に切断して侵入したということのお話を聞いており

ます。 

○梶藤産業建設部長 一応工事現場なので、そんなに厳重にすごいドアでロックとかではなし

に、例えばアコーディオン系の入り口とか、そういうのをチェーンとかで閉めるとか、そういう

ものなので、それを壊そうと思ったら、そういう方が来たらどうやってでも壊れると言うたら壊

れるし、仮囲いにつきましても壊そうと思ったら壊せますし、なかなかそこで厳重には難しいで

すけど、課長も言いましたが防犯カメラとかを設置しているのを明示するとか、そういうことで

の対策を今後していく必要があるかなと思います。 

○森本委員長 この件に関してほかの方で、よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、次の報告をお願いします。 

 変更契約に係る専決処分について。 

○井上都市計画課長 都市計画課から変更契約に係る専決処分について御報告いたします。 

 旧アルファビゼン跡地活用事業及び備前焼ミュージアム整備事業につきましては、事故繰越処

分を行い専決による工期延期の変更契約を行っております。詳細につきましては、次回議会で御

報告させていただく予定でありますので、よろしくお願いいたします。 

○森本委員長 この件に関して質疑のある方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、終わらせていただきます。 

 続きまして、建設課からの報告で変更契約に係る専決処分について。 

○岡村建設課長 建設課より専決処分について御報告いたします。 

 三石地内で施工しています残土処分場調整池整備工事につきまして、事故繰越処分を行い専決

による変更契約を行っております。同じく詳細につきましては、次回議会で報告させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

○石原委員 さっきの件もですけど、御報告なので、専決で次の議会でということですけど、こ

こでどういった変更内容、工期変更、さっきも言われたけど、どれぐらいのどういった変更かと

いうようなところ。 

○井上都市計画課長 都市計画課から報告いたしました２件の工期延期の内容についてですが、
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アルファビゼンの活用事業につきましては７月末の工期延期となっております。備前焼ミュージ

アムの事業につきましては、５月末までの工期延期となっております。 

○岡村建設課長 建設課の残土処分場につきましても、工期延期を行っております。工期につき

ましては、令和７年９月３０日に変更しております。 

○森本委員長 この報告に関してよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、報告事項のほう終わらせていただきます。 

 続きまして、閉会中の継続調査事件に関する調査研究を行います。 

******************** 移住・定住についての調査研究 ******************** 

 まずは、移住・定住についての調査研究を行います。 

 お試し住宅について。 

○石原委員 浦伊部地内で取得までされた旨の御報告はあったと思うけれども、経緯であったり

現状であったり今後についての御見解を御説明いただければと。 

○井上都市計画課長 都市計画課といたしましては、昨年度お試し住宅を改修するということで

予算をいただいております。繰越予算につきましては、今年度中の利用開始に向け台所とかお風

呂等の水回り工事をする予定で予算計上しておりました。しかしながら、改修工事のために事前

作業として屋内の家財道具などを撤去しましたところ、居室の座板などがかなりの箇所で腐食が

確認されました。この状況を改善していくとなると、繰越予算だけでは対応できないことが判明

いたしました。このことからも、ゼロベースでの再検討は必要であると認識し、今後の方向性に

ついて慎重に検討してまいりたいと思っております。 

○石原委員 現時点で先ほどの職員住宅も同じですけれども、それから北休憩所も同じですが、

ゼロベースの検討ということで、これも何が何でも必要ではないかなと、再検討も必要ではない

かと。それから、もう片づけまではされて住宅の中の、床であったりあらゆるところが傷みが激

しいうようですけれども、さっき言われた繰り越された改修に係る予算はいかほどでしたか。 

○井上都市計画課長 繰越予算としましては、工事費で５００万円計上しております。 

○石原委員 先ほどと同じ話になるけれども、いま一度振り返りもしていただいてこういった事

業どうあるべきかというのをしっかり行政として御確認をいただきたい。お試し住宅であればこ

こゼロベースで検討ということなので、いま一度その立地であったり何が何でもその建屋を取得

してというのが果たしてどうなのか、お試し住宅についても御検討もいただきたいと思います。

現状ではお試し住宅は市内どちらにございましたでしょうか。 

○井上都市計画課長 現状稼働しているお試し住宅としては１か所、吉永地区にございます。 

○石原委員 吉永地区のお試し住宅の利用状況がお分かりであれば、令和６年度であったりお聞

かせいただければ。 

○井上都市計画課長 令和６年度実績といたしましては、利用者数が１３名、利用期間延べ数で
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２１３日となっております。 

○森本委員長 ほかの方でこの件に関してよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、次に移らせていただきます。 

******************** 都市計画についての調査研究 ******************** 

 都市計画についての調査研究です。 

 ＪＲ西片上駅舎改修工事について。 

○尾川委員 進捗状況について説明していただきたいけど、何か工事が遅れていると、そういう

懸念を心配する人もおりまして、お聞きしたい。 

○井上都市計画課長 西片上駅の進捗状況について御説明いたします。 

 昨年度末に、本駅舎改修工事期間中に利用する仮駅舎が完成いたしました。今年度、本駅舎改

修工事につきまして令和７年５月１日付で西日本旅客鉄道株式会社と工事の協定書を締結いたし

ました。協定内容といたしましては、協定額５，９９２万２，０００円、工事着手の時期といた

しましては本年４月頃から着手し今年度中に完成する予定であります。協定書に基づくＪＲの工

事の範囲につきましては、駅舎改修工事として屋根及びホーム側に近接する外構工事、支障移転

工事につきましてはＩＣＯＣＡ、券売機等がＪＲの施工となります。市の工事範囲につきまして

は、駅舎内の待合所、トイレなどについては別途工事発注予定としております。早期完成に向け

て、関係機関と協力しながら順次進めてまいりたいと思います。 

○尾川委員 ＪＲとの交渉というか、話合いは順調にいっとんですか。それで結構時間がかかっ

ているような気がしたりするので、そのことは特に見られるん。 

○井上都市計画課長 ＪＲとの協議につきましては、昨年度ＪＲ委託しておる業務の中に併せま

して工事区域でありますとか、市がする施工部分、ＪＲが施工する部分等について詳細な詰めを

やっておりました。昨年度中におおむね双方の合意ができておりましたので、予算が確保できま

した本年４月中におおむね双方合意という形が取られましたので５月１日付で協定書の締結がで

きたというのが現状でございます。 

○尾川委員 最初の工事としたらＩＣＯＣＡとかああいうのを移動させてから工事に入るという

こと、その工事はどっちが、ＪＲがやってくれるわけ。 

○井上都市計画課長 ＩＣＯＣＡとか券売機とか、そういった通信施設に関することはＪＲの施

工区分になります。 

○尾川委員 繰り返すけど、それを一応移動させて初めて駅舎の工事に入っていくという手順に

なるわけ。 

○井上都市計画課長 工事の順番としましては委員御指摘のとおりＩＣＯＣＡとか券売機、そう

いったものは仮駅舎のほうに一旦動かします。動かした後に、本駅舎の仮囲いとか、そういった

ような仮設物を行いまして改修工事に入るという流れになろうかと思います。 
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○尾川委員 繰り返すけど、同時並行みたいな形の工事着工というのはなしに、やっぱりＩＣＯ

ＣＡ関係のものが完全に設置されてから後に動くというふうになるわけ、同時並行というか、あ

る程度並行して作業するということはできないということになるわけ。 

○井上都市計画課長 ちょっと詳細がＪＲさんとの今後の工事の計画については５月１日に協定

を交わしまして、これから詰めてまいりたいと思いますので、もうしばらく細かい工事方法につ

いてはまだ言いにくい状況になりますので。 

○尾川委員 要はずるずるいきょんじゃねえかということで心配してくるから、その辺応えてい

かないといけないと思ってしつこく聞いているけど、そんなことで工事が遅れているのではない

かと、止まっているのではないかといううがった見方をするので、こっちも一々それに対して説

明していかないといけないので、また適宜情報提供してほしいと思う。 

○井上都市計画課長 仮駅舎ができて、やはり１か月たってるというものを見られたときに、ち

ょっと工事が遅れているんじゃないかという見方をされる市民の方もおられますので、遅れるこ

とないようにＪＲと協力しながら早期完成に向けて工事のほう進めていきたいと思っておりま

す。 

○尾川委員 早く言えば止まってしまうのではないかと心配して言ってくる、何もかにも。それ

は違うよと話はしているけど、その辺があるので、できるだけ速やかにお願いしたいと思う。 

○石原委員 ＪＲ分と備前市側が行う工事、通信系であったりＩＣＯＣＡに関することはＪＲと

言うたところで、その工事費用は備前市が全て出すわけですよね。さっきのだけ聞いたらＪＲさ

ん、そういうところだけは手当てしてくださるのかなという捉えで聞いてしまうところですけ

ど、全てもう備前市が負担ということで。それから、備前市分の改修を受け持たれる業者選定、

業者決定については、ＪＲ側が指定した業者になるのか。 

○井上都市計画課長 市の発注する工事で業者がどちらになるかというのは、今後指名委員会等

に諮っていかないといけないですが、近接工事、当然そういうことになりますので、そういった

諸条件をクリアしないとなかなか入っていくことは厳しいと思います。 

○石原委員 工事の費用、予算は１億円でしたか、もろもろ合わせて１億円でよろしかったでし

ょうか。 

○森本委員長 ほかの方で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 駅舎の改修についてはこれで終わらせていただきます。 

******************** 道路、橋梁及び河川等についての調査研究 ******************** 

 続きまして、道路、橋梁及び河川等についての調査研究に入らせていただきます。 

 道の駅について。 

○石原委員 前市長のとき、つい最近まで伊部小学校、備前中学校方面移転の後、その跡地を道

の駅という構想もお聞きした覚えがある。こちら小学校に関することで教育委員会に関係します
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けれども、こちらゼロベースでの検討ということでよろしいでしょうか、現時点で。 

○岡村建設課長 伊部小につきましては、一応可能性、小学校が移転した場合の跡地利用の一つ

の方法として道の駅ということで検討も行った経緯がございますが、ここで市長も替わりまして

方向性について道の駅、改めてその協議も必要と考えております。ということで、委員御指摘の

ゼロベースといいますか、一応その場所についての必要性とか、そういうのも御協議してまいり

たいと考えております。 

○石原委員 先ほどまでのお試し住宅であったり住宅系の事業については、もう予算も可決され

て土地取得まで終わった事業です。こちらはまだあくまで構想段階、検討段階ということだった

でしょうから、何をもってゼロベースかというところもあるけれども、そもそも道の駅は、駐車

場スペースについては、国からの補助金も充てられるとお聞きしておりましたけれども、そもそ

もで言いますと伊部小学校の校庭、運動場あたりをもし仮に道の駅とする場合には対象にならな

い面積、あれだと狭過ぎるという、ちらっとお聞きしたことがある。道の駅、国の補助をいただ

くためには面積的にはどれぐらい駐車場部分が必要なのかな。もし分かれば参考までに。 

○岡村建設課長 伊部小の検討の中で、その全体の敷地面積に対して当然必要な大型、小型の車

両台数というのが正式な道の駅としては出てくるんですけども、一応試算上では大型車が不足し

ているということで、なかなか国の補助を充てた正式な道の駅に対して敷地面積が足りてないと

いうような一応結果が出ております。 

○石原委員 またの機会で結構ですので、道の駅の規定といいますか、基準となるような面積で

あったり設備であったり施設であったり補助対象のところであったりというところをお教えいた

だければと思いますので、よろしくお願いします。 

○森本委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で産業関係についての調査研究を終わります。 

******************** 委員派遣について ******************** 

 次に、委員派遣についてのお話をさせていただきます。 

 １点目は、備前市美術館への委員派遣です。 

 現在整備が進められております備前市美術館への委員派遣についてお諮りいたします。 

 本日の委員会閉会後、当該施設へ全委員を派遣したいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認め、そのように決定し、議長に対し委員派遣要求を行います。 

 続きまして、行政視察の委員派遣についてです。 

 閉会中の継続調査事件の調査を行うため、議長に対し委員派遣の要求を行いたいと思います。 

 派遣委員については全委員を対象とし、実施日については令和７年７月８日から９日まで、派
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遣先については栃木県足利市と群馬県前橋市、調査事項については足利市は文化観光についての

調査研究、足利学校です。前橋市は都市計画についての調査研究で、アーバンデザイン推進事業

と考えております。 

 それでは、閉会中の委員派遣についてお諮りいたします。 

 委員派遣に関する手続につきましては、先ほど御案内したことに変更等があった場合も含め委

員長に御一任いただきたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 なお、視察先への御依頼の都合上、質問事項につきましては５月２３日臨時会までに委員長ま

でにお知らせください。 

 以上で総務産業委員会を閉会いたします。 

              午前１１時０５分 閉会 

 


